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２Ｊ㸯㸷 

中ᑠ〇造業௻業のᢏ⾡࣐ーケティングの可能性 

－ウࢧࣈ࢙イト活用による新つ㢳ᐈ、₯ᅾࢽーࢬの᥈⣴－ 

 

 
 （㝯㸦❧࿨㤋大学 ྲྀྡۑ

 

 

 
㸯㸬はじめに 

௒ᅇは中ᑠ〇造業௻業における、ウࢧࣈ࢙イトの活用による新つ㢳ᐈ、₯ᅾࢽーࢬの᥈⣴について考

察する。中ᑠ〇造業௻業は資金的なไ⣙やேᮦ୙足等のため、ᢏ⾡࣐ーケティング活動がᚲずしも十分

でない。しかし、ウࢧࣈ࢙イトは多㢠の資金を要しないため、工夫ḟ➨では大きなᡂ果が得られるもの

とࡳられる。自社ウࢧࣈ࢙イトを活用した࣐ーケティングは一⯡化している。代⾲的方法として㹑㹃㹍

㸦Search Engine Optimization㸸᳨⣴エンジン最㐺化）対策、㹑㹃㹋㸦Search Engine Marketing）対

策がある。高ᖭ㸦2005）によれࡤ㹑㹃㹍とは、᳨⣴エンジンを用いてウࢧࣈ࢙イトをキーワードによっ

て᳨⣴するࢧーࣅス㸦᳨⣴ࢧーࣅス）において自㌟のࢧイトを᳨⣴されやすくする様々なᢏ⾡的手ẁを

ㅮじること、そして、㹑㹃㹋とは㹑㹃㹍にຍえて᳨⣴キーワード連動ᆺᗈ告の฼用など⥲合的な᳨⣴エ

ンジン対策のことをいう。௒ᅇはこうしたウࢧࣈ࢙イトの活用によってᡂ果を得た඾ᆺ的な㸰つの事౛

を⤂௓し、ウࢧࣈ࢙イト活用による中ᑠ〇造業௻業のᢏ⾡࣐ーケティングの可能性を᳨ウする。なお、

本研究でいうᢏ⾡࣐ーケティングとは、「ᢏ⾡をᕷ場ࢽーࢬに㐺合させて、用㏵㛤発や〇ရ・ࢧーࣅス

の㛤発につなࡆ、新つ㢳ᐈの㛤ᣅを行う活動」と定⩏する。 

 

㸰㸬ඛ行研究 

ウࢧࣈ࢙イトの活用による࣐ーケティングは特に⌋しいことではない。㔝ᮧ⥲合研究ᡤ㸦2011）によ

れࡤ、インターネットの฼用が多くの௻業において新つ㢳ᐈ⋓得につながっており、中ᑠ௻業の㈍㊰㛤

ᣅにおいてインターネットの活用がḞかせないものになっている。アウンコンࢧルティング㸦2011）の

㹑㹃㹋ᕷ場ண によれ2010、ࡤ 年の㹑㹃㹍ᅜ内ᕷ場つᶍは⣙ 194 ൨෇で、๓年ண を上ᅇる 18.6㸣の

ఙࡧを♧したとのことであり、㹑㹃㹋対策、㹑㹃㹍対策はᣑ大基調にあるとࡳられる。ၟ 工中金㸦2008）

は中ᑠ௻業の㹇㹒活用に関する調査の中で、㹑㹃㹋対策や㹑㹃㹍対策などは、ウࢧࣈ࢙イト࡬のၥ合せ

やᘬき合いの増ຍ、新つ㢳ᐈの⋓得に㈉献していると報告している。㕥ᮌᾈஅ他㸦2007）は、公的ヨ験

研究機関の事౛ではあるが㹕㹃㹀࣌ージのᨵၿがアクセスᩘの増ຍ等のຠ果を持つことをලయ的に明

らかにした。このようにඛ行研究では、ウࢧࣈ࢙イトの活用が中ᑠ〇造業௻業のᢏ⾡࣐ーケティングに

᭷ຠであることを♧している。ただし、ウࢧࣈ࢙イトをຠ果的に活用するためには、一定の᮲件がある。

వ田㸦2011）は、中ᑠ௻業がネットで㢳ᐈからᘬき合いや受ὀを増やすためには、自社のᢏ⾡や〇ရを

他社とᕪ別化し、㢳ᐈに㑅ࡤれるような工夫を᪋すことが๓ᥦ᮲件になると報告している。つまり、༢

にウࢧࣈ࢙イトを活用しさえすれࡤよいというものではない。 

 

㸱㸬事౛研究 

㸦㸯）研究方法 

ඛ行研究では、自社ᢏ⾡や〇ရをᕪ別化するなどの一定の᮲件のୗで、ウࢧࣈ࢙イトは᭷ຠであるこ

とが♧されている。だが、ඛ行研究においては、ウࢧࣈ࢙イトの活用による中ᑠ〇造業௻業のᢏ⾡࣐ー

ケティングに関するయ系的な研究は多くない。そこで、本研究はこのテー࣐に↔Ⅼをᙜて、ウࢧࣈ࢙イ

トの活用が新つ㢳ᐈや自社ᢏ⾡の₯ᅾࢽーࢬの᥈⣴にどの⛬ᗘ᭷ຠなのか、そしてその方法論はいかな

るものかということをリࢧーチクエスチࣙンとしてタ定した。そしてリࢧーチクエスチࣙンを᳨ウする

ため、ウࢧࣈ࢙イトの活用によって新つ㢳ᐈや自社ᢏ⾡の₯ᅾࢽーࢬの᥈⣴に一定のᡂ果を出している

中ᑠ〇造業௻業㸰社を対象に、インタࣗࣅー調査をᐇ᪋した。なお、インタࣗࣅー調査では௨ୗの㉁ၥ

を࣓インとした。 

ձ ウࢧࣈ࢙イト活用が新つ㢳ᐈや自社ᢏ⾡の₯ᅾࢽーࢬの᥈⣴にどのように役❧っているのか。 
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ղ ウࢧࣈ࢙イト活用に⮳った⤒⦋、現状、そのຠ果とලయ的な手法 

 

㸦㸰）事౛分析 

ձ株ᘧ会社トップ精工㸯） 

ᙜ社は、ྛ種セラ࣑ックス、࢞ラスなどの⬤性ᮦ料のຍ工㈍኎、タングステン、ࣔリࣈデンなど特Ṧ

金属のຍ工㈍኎を事業内容とする中ᑠ〇造業௻業である㸦本社、⁠㈡┴㛗὾ᕷ、2001年タ❧、資本金 2

༓୓෇、ᚑ業ဨ 39 ே）。現社㛗は௨๓にᢏ⾡者として໅めていた会社を 2001 年にスࣆンアウトし、社

㛗をྵめて社ဨ 4 ྡでᙜ社を๰業した。๰業௨㝆、業⦼は㡰調にఙࡧ、ᚑ業ဨは 37㹼38 ྡ、኎上が 12

㹼13൨෇のỈ‽に㐩したものの、2008年のリー࣐ンࣙࢩックによって、一時的に኎上がࣆーク時の 10㸣

までⴠࡕ㎸ࢇだ。ࡻࡕうど新工場が同年に❧ࡕ上がったࡤかりの時ᮇであったため、事態のᡴ㛤を㏕ら

れた。そこで新つ㢳ᐈを増やすしかないとุ᩿し、様々な手ẁを᳨ウした。その結果、得た結論がウ࢙

イトによる新つ㢳ᐈ㛤ᣅであった。ᙜ社の場合、㈍኎ルートをもたず、系ิ関ಀもないのでこの方ࢧࣈ

法が最㐺と考えた。そして、2008 年 11 ᭶㡭から、外部の業者を活用しつつウࢧࣈ࢙イトの見┤しと内

容の充ᐇを༙年かけて行い、ᙜ社ウࢧࣈ࢙イト࡬₯ᅾ㢳ᐈにゼၥしてもらい、⯆࿡を持ってもらう方法

を᳨ウした。ࢧイトゼၥ者に関する情報㸦ᡤᅾᆅ、⤌⧊、᳨⣴キーワード等）は業者から得て、ウࣈ࢙

ットしているのか、どの⛬ᗘࣄイトゼၥ者の᳨⣴キーワードがどのように᳨⣴されるのか、どの⛬ᗘࢧ

 。イトゼၥ者に関するアクセスゎ析をしたࢧࣈ࢙イトに⁫ᅾしているのかなどのウࢧ

しかし、こうした༢純なアクセスゎ析だけでは₯ᅾ㢳ᐈ、₯ᅾᕷ場が見えるࢃけではない。㢳ᐈࢽー

と一⮴するのかをࢬーࢽれる௬ㄝをタ定し、それらが本ᙜに㢳ᐈࢃに合うとᛮࢬーࢽをண᝿してそのࢬ

᳨ドする௬ㄝ᳨ドᆺのプロセスがᚲ要である。ලయ的には、ゼၥ者に᳨⣴されやすいとᛮࢃれるキーワ

ードをタ定してその㹑㹃㹍対策をして、そのᚋにアクセスゎ析とその᳨ドをするというプロセスを⧞り

㏉しながら㢳ᐈࢽーࢬを᥈ることがᚲ㡲である。ゝい᥮えれࡤ、ウࢧࣈ࢙イト上で新つ㢳ᐈ、₯ᅾ㢳ᐈ

と対ヰしながら、ࢧイトをより望ましいもの࡬と方向ಟ正していくことである。౛えࡤ、「タングステ

ンຍ工」で᳨⣴すれࡤᙜ社が上఩に出てくるように、᳨⣴にかかりやすいキーワードをධれるように工

夫した。キーワードはᙜ社がᮇᚅする㢳ᐈイ࣓ージを᝿定し、ᙜ社が得意とするᮦ料とຍ工法㸦౛えࡤ

「✰あけ」、「⁁๐り」など）の⤌ࡳ合ࢃせで考えた。それは、新たなຍ工法を㢳ᐈにᥦ᱌することが目

的である。そのために、ウࢧࣈ࢙イトに「ຍ工ᮦ㉁࢞イド」を㍕せて、ᙜ社のຍ工ᢏ⾡をアࣆールした。

それは㢳ᐈがᮦ㉁に関心を持っているのではないか、と᝿定したからである。また、₯ᅾ㢳ᐈからᙜ社

のウࢧࣈ࢙イトにゼၥしてもらうためには、写┿を㍕せることがຠ果があるのではないかと᝿定しࢧン

プルの写┿を㍕せた。ࢧンプルとは、ᙜ社のᢏ⾡を⾲現した、現ᐇにᏑᅾしていてもよさそうな見本〇

ရである。 

௨上のような௬ㄝ᳨ドᆺのプロセスを⤒ながら、ウࢧࣈ࢙イトによる新つ㢳ᐈ、₯ᅾࢽーࢬの᥈⣴を

したところ、2009年 5᭶㡭からຠ果が⾲れてきた。ලయ的にはウࢧࣈ࢙イトによるྲྀり⤌ࡳの๓には毎

᭶の㢳ᐈᩘは㸳社⛬ᗘであったものが、現ᅾはウࢧࣈ࢙イト⤒⏤の㢳ᐈが毎᭶ 50㹼60 社あり、ウࣈ࢙

イトからの㢳ᐈだけで全యの኎上のࢧ 3分の 2を༨めるようになった。現ᅾではアクセスᩘは 1日に 300

件࡯どある。 

 なお、ࢧイトゼၥ者のಶேྡが分かるࢃけではないので、┤᥋、Ⴀ業をかけるࢃけにはいかない。そ

こで、௒ᚋはࢧイトゼၥ者がධれた᳨⣴キーワードをもとに業⏺や用㏵を᥎ し、そうした業⏺や用㏵

に関連した⿦⨨の࣓ーカーにႠ業をかけることを᳨ウしている。  

 

ղ株ᘧ会社最上インクス㸰） 

 ᙜ社は、精ᐦⷧᯈのヨసຍ工、ヨసᡂᙧຍ工、精ᐦ㔞⏘プレス、精ᐦ金ᆺを事業内容とする中ᑠ〇造

業௻業である㸦タ❧ 1965 年、資本金 4,600 ୓෇、ᚑ業ဨ 97 ྡ、本社 ி㒔ᕷ、年ၟ 21 ൨ 6 ༓୓෇㸸

2012 年 3 ᭶ᮇ）。どࢇなⷧᯈ金属のຍ工でもᘬき受ける「ⷧᯈコンࢽࣅ」のキャッチࣇレーࢬで、ᑠᅇ

りのきくຍ工をセールス࣏イントとしていたが、㏆年はさらに「ⷧᯈ金属ຍ工のものづくりࣔール」と

いうコンセプトをᡴࡕ出している。ᙜ社は、中ᑠ௻業の連ᦠ⤌⧊として全ᅜ的に᭷ྡな、ி㒔ヨసネッ

トのึ代代⾲会社であったことでも᭷ྡである。 

 ᙜ社のウࢧࣈ࢙イト活用策について㏙࡭る。ி㒔ヨసネットやᙜ社自㌟のウࢧࣈ࢙イトには様々な情

報がᐤせられるが、ᙜ社としてそうした情報をయ系的に事業௻画に活用する仕⤌ࡳがあるというࢃけで

はない。しかし、ᙜ社の⤒Ⴀ㝕の㢌の中には、自社ཬࡧி㒔ヨసネットにおける㛗年のႠ業⤒験の中で

ᇵった⤒験とி㒔ヨసネットの࣓ンバーによるຮᙉ会で学ࢇだドラッカー⤒Ⴀ学の知識などが⵳✚さ
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りのきくຍ工をセールス࣏イントとしていたが、㏆年はさらに「ⷧᯈ金属ຍ工のものづくりࣔール」と

いうコンセプトをᡴࡕ出している。ᙜ社は、中ᑠ௻業の連ᦠ⤌⧊として全ᅜ的に᭷ྡな、ி㒔ヨసネッ

トのึ代代⾲会社であったことでも᭷ྡである。 

 ᙜ社のウࢧࣈ࢙イト活用策について㏙࡭る。ி㒔ヨసネットやᙜ社自㌟のウࢧࣈ࢙イトには様々な情

報がᐤせられるが、ᙜ社としてそうした情報をయ系的に事業௻画に活用する仕⤌ࡳがあるというࢃけで

はない。しかし、ᙜ社の⤒Ⴀ㝕の㢌の中には、自社ཬࡧி㒔ヨసネットにおける㛗年のႠ業⤒験の中で

ᇵった⤒験とி㒔ヨసネットの࣓ンバーによるຮᙉ会で学ࢇだドラッカー⤒Ⴀ学の知識などが⵳✚さ

れており、そうした⵳✚がある種の「┤観ຊ」を発᥹させている。౛えࡤ、ドラッカー⤒Ⴀ学でいえࡤ、

ᖖに新たな㢳ᐈの๰造とイノ࣋ーࣙࢩンにྲྀり⤌࡭ࡴきであること、新たな事業機会に↔Ⅼをᙜてるこ

となどの知識が┤観ຊのもととなっている。そして、㢳ᐈのఱẼない一ゝや、ᬑẁのႠ業活動のᯟ外の

仕事㸦౛えࡤ௒まで見たことのないᮦ㉁、ᅗ㠃のὀ文など）で得た「けったいな事᯶、ኚ化」を「┤観

ຊ」を発᥹して見㏨さず、ࣅジネスチャンスに結ࡧ௜けている。┤観ຊでᢕᥱした事業アイデアはさら

に論理的に᳨ウする。その㝿に᳨ウす࡭き࣏イントは大きく二つある。その一つは自社のᙉࡳが活かせ

ること、➇合他社が少ないことである。ᙜ社の場合のᙉࡳとはⷧᯈ金属ຍ工に関するᢏ⾡、内〇もྵめ

たࣘࢽークなタഛ、そしてႠ業ຊである。そのためⷧᯈ金属ຍ工から㞳れずに、そのᘏ㛗⥺上でᢏ⾡㛤

発を行っている。᳨ウする࣏イントの二つめは、㢳ᐈ、ᕷ場のᡂ㛗性があることである。すなࡕࢃ時代

の流れに合った᭷望ᕷ場であるかどうかである。このように㢳ᐈのఱẼない一ゝや「けったいな事᯶、

ኚ化」をもとに新ᢏ⾡、新〇ရに㌿化させて、新たな㢳ᐈの๰造に向かうことが重要だという。 

さて、上グのプロセスで๰造した඾ᆺ的な新〇ရ㛤発事౛が、「ⷧᯈࣇィン」である。これはᚑ来、

ษ๐ຍ工、ᢲ出ရ、ࢲイキャストရであったᨺ⇕ࣇィン、ᨺ⇕ᯈ等をプレス化したもので、あるᡤから

環境、┬エネの観Ⅼで要望があったものである。ᙜ社はこの要望の可能性を┤観的に感じྲྀり、さらに

論理的に᳨ウをຍえた。すなࡕࢃ、まずᙜ社のᙉࡳを発᥹できるⅬである。ᙜ社のᙉࡳは、「プレス分

㔝」௨外のものを「プレス化」して、低コスト、高ရ㉁をᐇ現できることである。この「ⷧᯈࣇィン」

はまさにᙜ社のᙉࡳを発᥹できる〇ရである。「ⷧᯈࣇィン」は⾲㠃✚がᣑ大することからᨺ⇕ຠ⋡が

アップし、㔞⏘可能なので低コスト化がᐇ現できる。さらに自⏤にタ計可能でアル࣑、㖡、ステンレス

などᖜᗈいᮦ料にも対ᛂ可能である。ḟに₯ᅾ的なᡂ㛗性の高さである。〇造業のୡ⏺では環境エネル

ギー対策がキーワードのࡦとつであり、┬エネ性能のඃれた「ⷧᯈࣇィンはᡂ㛗ᕷ場である。 

こうして㢳ᐈのఱẼない一ゝから、ᙜ社は持๓の┤観ຊと論理的な᳨ウによって、「ⷧᯈࣇィン」が

新たなᕷ場をᙧᡂできるのではないか、という௬ㄝをタ定することができた。そして、この௬ㄝを᳨ド

す࡭く、活用したのがウࢧࣈ࢙イトである。「ࣇィン」を中心的な〇ရとしてウࢧࣈ࢙イトのコンセプ

トをỴめて、᳨⣴エンジンにおいて「ࣇィン」を᳨⣴キーワードとすると、ᙜ社ࢧイトが上఩に来る㹑

㹃㹍対策を᥇った。こうした対策を᥇った 3か᭶⛬ᗘᚋに、ᙜ社の「ⷧᯈࣇィン」にྲྀい合ࢃせが相ḟ

ぎ、手ᛂえを確認することができた。このようにウࢧࣈ࢙イトからの཯響によって、新ᕷ場としての「ⷧ

ᯈࣇィン」௬ㄝを᳨ドすることができた。 

  

㸲㸬考察 

ウࢧࣈ࢙イトを活用した࣐ーケティング手法として㹑㹃㹋対策、㹑㹃㹍対策は代⾲的でよく知られた

手法であり、㸰つの事౛はこれらの手法のᡂຌ౛でもある。しかし、こうした手法はあくまでࢶールで

あり、これらを౑えࡤすࡄに新つ㢳ᐈ、₯ᅾࢽーࢬの᥈⣴ができるものではない。⫢心なのは、「௬ㄝ

᳨ドᆺアプローチ」である。トップ精工の事౛では、ຍ工法やᮦ料の㠃から㢳ᐈがồめているとᛮࢃれ

る㞃れたࢽーࢬを最ึに᝿定する。ḟに、そのࢽーࢬをキーワードのᙧに⾲現して、自社ウࢧࣈ࢙イト

にᥖ㍕する。そうしたキーワード࡬の₯ᅾ㢳ᐈの཯ᛂを見ᴟめて、さらにキーワードのࣈラッࣗࢩアッ

プをᅗって、㢳ᐈの₯ᅾ的なࢽーࢬの中心に㏕っていく。こうしたプロセスはまさに「௬ㄝ᳨ドᆺアプ

ローチ」である。最上インクスの「ⷧᯈࣇィン」の事౛では、㢳ᐈのఱẼない一ゝを聞き㏨さず、┤観

的なุ᩿ຊと論理的な᳨ウを⤒て、「ⷧᯈࣇィン」が新事業になり得るという௬ㄝをタ定した。そして、

自社ウࢧࣈ࢙イトにおいて、「ⷧᯈࣇィン」に関連するキーワードを意ᅗ的に発ಙして、㢳ᐈの཯ᛂを

見る、というプロセスであった。これもまさに「௬ㄝ᳨ドᆺアプローチ」である。このように「௬ㄝ᳨

ドᆺアプローチ」に基づくウࢧࣈ࢙イト活用が、中ᑠ௻業のᢏ⾡࣐ーケティングとして᭷ຊな手法とな

り得ることが㸰つの事౛分析から明らかとなった。 

⡿┒㸦2007）によれࡤ、௬ㄝをᙧᡂするᛮ考方法のことを「アࢲࣈクࣙࢩン」と࿧ࢇでおり、௬ㄝᙧ

ᡂ法、௬ㄝ的᥎論、発᝿法ともゝう。௬ㄝのᙧᡂについては、ある意外な事ᐇなどを観察し、それがな

、ンで、㛝き、⇍慮ࣙࢩクࢲࣈ㉳こるのかにㄝ明を与える「ㄝ明௬ㄝ」をᙧᡂするᛮᝳまたは᥎論がアࡐ

Ὕ察、┤観などのഅ然によって正しい௬ㄝをᛮいつくことがあると⡿┒は㏙࡭ている。౛えࡤセࣈンイ

レࣈンの情報ࢩステ࣒は、「௬ㄝ᳨ドᆺアプローチ」を᥎㐍する᭷ຊなࢶールとなっている。ⱝ山㸦2003）

によれࡤ、セࣈンイレࣈンは、コンࢽࣅの࢜ーࢼーやアルバイトᗑဨが௬ㄝ᳨ドしながら㢳ᐈのࢽーࢬ

を‶たすような発ὀを行うために情報ࢩステ࣒を用いていると㏙࡭ている。「௬ㄝ᳨ドᆺアプローチ」

はこのように一⯡的にࣅジネスで用いられている方法論であり、特ẁ⌋しいものとはいえない。だが、

中ᑠ௻業がウࢧࣈ࢙イトを活用して新つ㢳ᐈ、₯ᅾࢽーࢬの᥈⣴を行う場合は、特に「௬ㄝ᳨ドᆺアプ
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ローチ」に関する能ຊがᡂྰを分けるといえる。中でも௬ㄝ構築ຊがỴめ手となる。⾲㸯はウࢧࣈ࢙イ

トを活用した「௬ㄝ᳨ドᆺアプローチ」による新つ㢳ᐈ、₯ᅾࢽーࢬの᥈⣴の流れをᅗ♧したものであ

る。⾲㸯でいえࢇ࡯、ࡤのࢃずかな情報であってもその情報の重要性を主య的に認識し、┤観的ุ᩿と

論理的な᳨ウを⤒たうえで、⊂自の௬ㄝを構築できる能ຊが重要である。༢に㹑㹃㹋対策、㹑㹃㹍対策

を機Ე的に行うだけで௬ㄝ構築が可能となるࢃけではない。௬ㄝ構築ຊは、㸰社の事౛のように㛗年ᇵ

った知識、⤒験、ၥ題意識の中から生まれるものといえる。 

 

⾲㸯㸬ウࢧࣈ࢙イトを活用した௬ㄝ᳨ドᆺアプローチによる新つ㢳ᐈ、₯ᅾࢽーࢬの᥈⣴ 

 

௬ㄝのᵓ⠏・タ定

౛䠖効果的な᳨⣴
䡳䡬䢘䡬䢀䢚のタ定等௬ㄝのぢ┤しと新௬

ㄝのᵓ⠏・タ定
౛䠖より効果的な᳨⣴
䡳䡬䢘䡬䢀䢚のタ定等

௬ㄝ᳨ドసᴗ
（⿬௜䛡、ドᣐ㞟め）
౛䠖᳨⣴䡳䡬䢘䡬䢀䢚にᑐ
䛩る㢳ᐈの཯ᛂ等

䖃㢳ᐈのఱ気ない୍ゝ
䖃ᴗ⏺のኚ化の඙し
䖃䜴䜵ブ䝃イトからの
㢳ᐈ情報、な䛹のㄆ識⾜Ⅽ

┤観的ุ᩿

ㄽ⌮的᳨ウ 䖃自社の強み、➇合、
ᕷ場の成長性な䛹

䖃長ᖺᇵ䛳た知識、⤒㦂、
問題ព識な䛹からの㛝き

㔜せ情報の
主య的なㄆ識

 
      㸦出඾）トップ精工ཬࡧ最上インクスにおけるインタࣗࣅー内容をもとに➹者సᡂ 

 

㸳㸬おࢃりに 

本研究により、ウࢧࣈ࢙イトの活用が新つ㢳ᐈや自社ᢏ⾡の₯ᅾࢽーࢬ᥈⣴に᭷ຠであるが、「௬ㄝ

᳨ドᆺアプローチ」を౑いこなす能ຊをᚲ要とすることが♧၀された。これが中ᑠ〇造業௻業に一⯡的

にあてはまるかどうかについては、一定つᶍのアンケート調査と事౛分析による᳨ドస業がᚲ要である。 

 

㸦ὀ） 

㸯）グ㏙は、2012年 7᭶ 2日ཬࡧ 8᭶ 20 日に、ᙜ社のὸ井社㛗に対して行った⣙ 2㹼3時間のインタࣅ

ࣗーの内容に基づいている。 

㸰）グ㏙は、2012 年 8᭶ 18日に、ᙜ社の㕥ᮌ㐩ஓྲྀ⥾役に対して行った⣙ 1時間 30分のインタࣗࣅー

の内容に基づいている。 
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